
Title 仏蘭西経済学に於る価値論の発達（四）
Sub Title
Author 津田, 誠一

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1924

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.18, No.10 (1924. 10) ,p.1500(132)- 1525(157) 
JaLC DOI
Abstract
Notes 雑録
Genre Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19241001-

0132

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


笫

十

八

怨(
1

艽
C
o)

雜

錄

佛
蘭
西
繼
_
麵( :
於
る
：
 

價
値
論
の
，發
達S

)

.

"

良

田

誠

十
五

Hen.ri 

Joseph. 

Ls'
n BaudHllart 

(
1
8
2
1
-
1
8
9
2
〕

は
一 

八
五
七
年
小
»

:

-Manuel, 

dwconolnie. politique 
こ
を 

上
梓
、
這

中
演
述
せ
&
る
、
偾
値
觀
念
は
大
體
鄕
黨
の 

先
蹤
を
蹈
襲
し
つ
、
も
"
尙
且
つ
英
國
流
の
影
響
の
漸 

<
顯
現
せ
ん
f
す
る
兆
候
を
®
切

h
示
せ
る
も
の
が
め 

る
。
彼
れ
は
先
づ「

效
用
は
®
人
の
欲
、望

S
諸
物
^
の 

:

關
係
を
意
味
し
、
«
値
は
相
互
。
交
換
せ
G
る
V
諸
.々 

の
富
自
繼
の
間
の
■
係
を
意
味
す
。
是
れ
兩
者
.の
異
る

所

以

-«
-
り
。
是
れ
を
交
'換
R
於
て
人
<が
多
量
の
富
を
收
：
 

慶
，す
；̂
?所
：

G

物
技
，：其
價
値
高
{
、':悬
仏
に
所
属
す
各
縢

佛
藺
1
1雜
濟
舉
に
於
芯
惯
値
输
の
錄
逮 

第
十
號 

一
d

H

買
力
の
弱
き
物
は
興
價
値
低
し」

S
定
義
せ

る
後
、例
へ 

V
.
U:
'
-
ば
空
氣
陽
光
の
如
く
韙
人
に
對
し
て
無
限
無
偾
に
配
給 

せ
ら
る
、
，

H

然

的

共

有

的

富

其

分

量

有

限

に

、
交
. 

換
せ
ら
る
可
く
占
有
.せ
ら
る
何
さ
霄
S
を
區
别
し
、
唯 

だ
後
者
に
の
み
價
値
の
稱
號
を
赋
與
!

得
る
も

の
ど
し 

ね
。.
而
し
て
以
爲
ら
く
、
價
値
は
效
用
無
く
^>

て
存
在 

，
す

る

を

得

ず

。

蓋

し

後

者

は

前

者

の

、必

要

不

可

缺

な

る 

條

件

な

れ

ば

な

乍

併

此

效

用

は

之

を

生

產

す

る 

ぬ
、
隨
.つ
て
之
を
獲
得
す
る
に
i

»
易
の
別
あ
.る
可
し
。 

此
見
.地
ょ
ら
し
て
勞
働
は
價
値
•の
®
本
^
思
惟
す
る
を 

得
ん
^
。.
然
し
憤
格
の
變
動
を
解
剖
す
る
に
當
つ
て 

B
a
u
d
r
i
i
l
a
r
t

は

偏

狹

な

る

勞

働

說

に

執

着

す

る

.
•
事

無
 

ぐ
、「
價
値
は
需
要
供
給
の
.法
則
に
依
つ
て
決
足
せ
ら
' 

れ
、
且

つ|

般
に
は
、
生
產
費
R
準
じ
て
律
せ
ら
6」

'
 

ど
沄
ふ
穩
健
着
.實
な
る
結
論
に
到
達
し
-

M
に

r

入

々

. 

がT

生
產
物
に
對
し
て
感
す
る
希
求
は
、
&

値
を
決
定

障
li
i
4
產
養

1

'
 

;?e ：

•す

し
€ 

爲̂

し
、
' 之
.，を
.
®蘭

西
.流

,L.
潤

色

し

て

ゐ

る

。

へ
 IVLanuel 

C
K
C
O
n
o
m
i
e

 

p
o
l
i
t
i
q
u
e

 

edit* 

G
u
l
i
r

 

{ou
m
i
n
,

 

3
0 

partiek 

c
h
a
p
,

 i
L

 

p
p
*

 

2
4
0
-
2
4
;
r
2
4
3
*2

4
4
》

2
4
7
,

ぃ 4s
}
o

'斯
/、
の
如
く
に
し
てB

s
d
r
i
i
l
a
r
t

に

於

て

は

、

.
一

物 

の
價
値
は
效
用
に
加
ふ
る
に
、「

其
貨
物
の
吸
收
せ
る
勞 

働
及
び
資
本
の
分
量J ,

を
代
表
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
 

此
效
用
の
?a
念

？
勞
働
75
.至
费
J1
)
の
^

^

の
結
合
は 

彼
れ
を
し
て
.、「

價
値
は
相
交
換
せ
ら
る
V
ニ
_

の

勤

勞 

の
割
合
な
り
1-
,己
云
ふB

a
s
t
i
a
t

の
提
言
を
是
認
せ
し
む 

る
に
至
；つ
ft
。
'
但
彼
れ
ル
價
個
が
交
猶
ょ
り
隔
離
し
て 

«
に
存
在
し
得
可
き
事
實
を
洞
見
し
て
.ゐ
だ
«
»
ち
日 

<

「

交
換
は
偾
値
を
決
定
す
れ
で
も
其
甚
礎
に
は
あ
ら 

.ず

;:
0
價
値
は
孤
立
の
.人
間
は
對
^
て
\
;
效
用
ヒ
は
別 

R
存
在
す
可
し
o
:唯
だ
彼
れ
が
此
價
値
^:
決
定
せ
ん
€ 

欲
す
る
な
ら
ば
、
彼
れ
は
其
所
有
に
.係
る
種
々
な
る
產 

物
の
相
互
の
間
に
"
比
胶
を
行
は
ざ
る
を
.得
ざ
る
可
し
。

,

斯

し

v

彼

れ

孩

例

‘：へ
：ば

、r

余

の

エ

本

の

A2
如

は

命

の

V
V 

植
H
.'0
小

艇

に

.價
せ
稱
す
る

'^
.得

ん

」

ビ

c
o
p
.

 

.eft.. 

jp... 2
4
. 2
.. 

n
o
t
e

 .1.)
。

之

'.を

耍

す

る

に B
audriilart

の
演
述
は
動
搖
逡
巡
到
庇
整
然
れ
る
理
路
の
贯
徹
を
發 

|

見
し
得
ざ
る
も
"
然
も
明
瞭
に
英
國
流
の
恩
索
の
影
饗 

を
反
映
せ
る1

事
に
菜
0
1.
は
：
何
人
も
首
肯
す
る
所 

\

で
ぁ
ら
ぅ
。
此
折
衷
的
傾
向
は
亦
たP

a
s
s
y

の
所
說
，中 

に
も
之
を
着
取
す
る
事
が
出
來
る
。

H
i
p
p
a
y
t
e

 

Philibert 

P
a
s
s
y

 (
1
7
9
3
ム

008
0
)

は
軍
®
 

ょ
6
轉
じ
て
經
濟
學
上
'に
數
個
の
著
作
を
殘
し
た
が
其 

I

價
値
論
を
最
も
简
明
に
窺
知
‘せ
し

む

る

は

Qus
a
u
m
i
n

 

の

經

濟

辭

典

屮

「

效

用

，
並

に

「

憤

値」

の1
1

唄

に

.關

し

て 

寄
稿
せ
る
論
文
で
ぁ
る
。
此
論
文
に
從
へ
ば
彼
れ
は
^
 

交
換
價
値
の
み
を
認
識
し
て
使
用
價
値
を
疎
ん
じ
、

.
恰
も
一
物
は
日
用
價
値v

a
i
s
r

 

u
s
u
e
i
l
e

無
く
し
て
賣 

買

睛

値V
a
l
e
u
r

 

vn>
>
n
a
.
l
e

を
具
有
し
得
る
も
の
す
ら
、
 

解
釋
せ
る
か
の
槪
が
ぁ
る
。
假
令
彼
れ
が
正
碓
にr

自
i

I
I

熔
十
八
卷
f 

(

i
3I
u
l
.

)

雌
.

錄
怫
砌
四
經
濟
學11

於
る
似
値
論
の
發
達

0
^
0

U
1
S



饰

十

八

怨(

5

0

5
雜

錄

，

岬
诹
S

辨
擧
，に
於
る
傲
.値
を
發
逮

號

然
的
效
用」

換
言
す
れ
ば
各
人
が
其
獲
得
は
何
等
の
爲 

す
所
無
く
何
等
の
支
出
す
る
所
な
ぐ
し
て
之
を
享
樂
し 

得
る
效
用
€
'

「

人
爲
的
效
坩」

換
言
す
れ
ば
吾
人
が
或 

は
大
成
は

小
な
る
_
苦
を
#

ふ
所
の
努
力
又
は
或
は
多 

く
或
は
少
き
報
償
を
意
味
す
る
所
の
，經
費
を
支
拂
ふ
事 

に
依
つ
て
收
得
す
る
效
用
6
を
區
別
し
た
る
，に
せ
ょ
* 

又
彼
れ
が
物
の
所
有
乃
茧
使
川
に
於
て
利
益
或
は
享 

樂
を
發
見
す
る
事
を
條
件
^
す
る
に
あ
ら
ず
ん
ば
ノ
吾 

人
が
努
力
を
も
經
费
を
も
全
く
提
供
す
る
事
無
し
ビ
云 

ふ
意
味
に
：於
て
、『

效
用
は
諸
物
の
價
値
に：

必
要
不
可
缺
" 

な
り』

ビ
認
知
し
た
る
に
.せ

ょ

"

彼

れ

は

此

效

用

を

以 

:て
^
料
-
:耐
久
カ
-
勞
働
等
諸
物
片
本
質
的
に
<
&,(
1
せ 

ら
る
、
，她
質
な
り
：ビ
看
做
せ
る
も
の
、
如
く
で
あ
る
。
 

楚
れ
，即
ち
彼
れ
が
偾
値
は
附
交
換
せ
ら
る
ゝ
諸
物
間
に 

於
る
分
悬
の
割
合
な
b

ビ

矩
義
せ
ざ
る
を
得
ざ
，

O
s

し

所
.

1

H
四

以
で 

i る

(sctionnaire 

d
e

 

r

ル8
n
o
3
I
e 

P
O
I
S
q
u
e

J
r 

V 

Jvt
 

w
o
w 

U
M
O 

o
a
v
h 

ノ 

f 

' 

I 

- 

• 

. 

:•;-

.

.

.其

t

央

似

一 

ー
^

の

デ

&

的

傾

向

を

表

示

す

る

も

の

^

し

て
は
、P

a
s
s
y

は
價
値
の
構
成
要
素
に
複
數
を
擧
げ
る
。 

以
爲
ら
く
諸
物
に
價
値
を
賦
與
す
る
最
初
の
.嬰
素
は
、

;

ハ；其
種
類
の
肉
體
的
た
る
ど
精
神
的
.た
る
ミ
を
問
は
ず
、

\

著
侈
の
追
求
に
せ
よ
美
術
の
愛
好
に
せ
よ
、
@
尊
心
虛
. 

|

榮
心
の
誘
惑
に
せ
よ
、
總
て「

消
#
の
欲
望」

で
あ
る
。 

j

次
の
要
素
は
諸
物
の「

有
償
性」

o
n

rt>'ros〖t 6

で
あ
る
0 

.換
言
す
れ
ば
人
が
勞
働
乃
至
生
產
費
に
依
つ
て
爲
さ

 ヾ

|
る
可
か
ら
ざ
る
其
部
分
で
あ
る
。
最
後
の
要
素
は
諸
物 

|
の
或
は
大
或
は
小
な
る
稀
少
性
.並
に
或
は
大
成
は
小
な 

る
交
換
性
で
あ
る V

J
C
O
P
.

.G

.
t
r 

p
.

00
0
9
' 一 技 
8

0
0 
是
. 

一
れ
先
k
は

B
a
s
t
s

が
價
値
を
以
て「

有
償
性
效
用」 

utilit

n>>
0
n
6r

s
s
e
「

交
換
性
效
用」

utilit

n)'

8'
l

ĉr
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る
能
は
ず
效
用
：は
之
を
欲
望
ょ
り
分
離
す
る
を
得 

な
い
。
斯
か
ろ
經
緯
に
侬
つ
て
偕
値
は
人
間
自
體
に
關| 

聯
す
る
。
然
ら」

ば
腹
値
.ど
は
.何
ぞ
^

' G
a
m
i
e
r

は

明

\ 

か
に
交
換
價
値
ど
使
用
锻
値
の
窳
別
を
認
め
た
”
乃
ち 

前
者
に
關
し
て
は
、
«
値
ど
は
©
人
を
し
て
諸
物
を
鑑 

賞

尊

重

せ

し

む

る

，
も

の

に

し

て

、

交

換

に

^

つ

て

顯

現 

す
る
が
故
^
之
を
諸
物
0「

交
換
能
力」

ご
云
ふ
を
得
可 

:

し
。
；
畢
竟
其
は
，「

其

ft
自
身
の
中
に
效
用
ビ
交
換
性VJ 

\

 

を
兼
有
す
る
も
の
：な
^

云
ひ
*
然
も
後
者
に
關
し 

.て
、「

人
は
價
攸
をj

父
換
無
く VJ

も

邵

：
解

し

得

可

し
。

\

 

孤

岛

.に

於

る

R
o
b
i
n
s
o
n

は
諸
物
の
僧
値
>
其
作
業
の
■■
'

成
果
の
偾
値
を
、
彼
.等
の
相
對
用
的
效
及
び
彼
等
を
獲 

.得
す
る
爲
}:
彼
れ
が
管
甘」

る
闲
難
に
.
®い
T
、
評
定
し 

比
較
寸
る
を
得
可
し」

W

S
へ
る
は
、
此
事
實
を
表
示

厂
に
於
る
儕
値
論
の
辩
逮 

笫
十
，號 

一
H
六 

す
る
も
の
で
あ
る(

o
p
. 

cl-t. 

pp. 

9

-

3
0 

G
a

l
r

の
折
衷
的
倾
向
調
合
的
論
旨
は
：、
彼
れ
が 

價
値
の
原

因

を

一
層
詳
細
.に
分
析
す
る
に
當
つ
て
明
瞭 

^
な
る
。
彼
れ
は
泛
5
5
7が
1
1
1耍
阁
を
見
た
る
所
に
五 

條
件
を
列
擧
す
る
O

B
く
、「

價
値
の
本
源
は
之
を
私
利 

及
び
欲
望
に
溯
及
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
ビ
雖
、
然
も
其
は 

生
產
の
結
果
に
し
て
且
つ
交
換
に
依
4
表
，現
せ
ら
る
、 

，
も
の
な
る
が
故
に
、
諸
物
が
或
は
大
或
は
小
^
る
量
に 

,
於
て
®
値
を
具
有
す
る
が
爲
に
は
、
五
個
の
一
般
的
股 

因
め
.
b
。
第

一:

に
且
つ
最
も
重
要
な
る
は
效
用
、
換
當 

ノ
す
れ
ば
諸
物
を
し
て
欲
望
の
充
足
快
樂
の
獲
得
に
適
當 

な
ら
し
む
る
性
質
に
し
て
、
是
れ
無
く
ん
ば
諸
物
を
其

，
 

/
所
有
者
に
對
し
て
も
其
收
得
可
能
者
に
對
し
て
も
他
の 

總
て
の
人
々
に
對
す
る
ど
同
様
に
、
無
用
無
益
た
ら
し 

む
る
所
の
も
の
な
り
。
洵
に
直
接
的
又
は
.間
接
的
效
用 

.は
價
値
の
S
要
不
可
缺
の
條
件
で

あ
る
。
f

一
 
に

t
物 

.

.が

價

値

を

，具

有

す

る

爲
■に
は
被
占
有
性
及
'び
>被

移

.
讓

性

wpproprfab 
;•
 

iit6 

o
r
t 

t ran smissibiHt

o'
無
か
る
可
か

ら

ふ
。
t.
の
#
義

に

於

.る

少tt
の
み
愤
^
4に

聯

す
 

t
°
空
氣
は
直
接
至
先G

:

效
用
あ
り
又
或
る
意
味
に
於 

て
移
譲
し
#
可
き
も
、
之
^
改

有

す

る

事

不

可

能

な

.る

が
故
に
：價
値
無
し
。
.人

询

，の
才
幹
は
.人
格
に
固
着
し
占 

有
せ
ら
.る
れV

」

2
0
9 

.之
を
移
«
す
る
斯
不
可
能
な
る
が 

故
に
價
値
無
し
。
唯
だ
谋
外
的
發
現
农
る
勞
働
動
勞
等 

は
如
_
h
l.の

兩

性

を
^
發
す
る
が
故
.に
價
値
を
生
す
。
第 

i1

一
の
：條
件
S
し
て
は
V

諸
物
が
萬
人
の
0

由
處
分
に
委 

ね

ら
'れ
ざ
る
斟
を
耍
す
。
換
言
す
れ
ば
其
が
或
は
大

或 

は
小
な
る
制
限
あ
る
分
a

に
於
て
收
受
せ

ら

る

、
斯" 

則
ち
其
が
絕
對
的
苦
し
く
は
相
對
的
に
稀
少
な
る
を
要 

す
。…

至
火
の
效
カ
あ
る
益
氣
が
無
ff
i
fl
な

る

R

拘
ら 

す
、

一
層
緊
要
な
ち

ざ

る
效
用
を
持
つ
金
：

が
高
價 

な
る
は
、
前
者
が
微
笊
に
し
て
後
漭
が
稀
少
な
る
爲
で 

あ
る
。
机
稀
少
及
び
稀
少
性
な
る
，用
語
に
は
.ニ
通
の
'® 

-

味
が
あ
る
；0

1

は
©
赏
に
對
峙
1,
:
て
«
少
な
る
分
量
を 

相

し

'

他
は
欲
望
に
比
し
て
莽
仵
悬
の
僅
少
な
る
を
沄

笊
十
八
卷

此
點
に
發
足
し
て
論
潘
多
く
需
槳
供
翁
の
法
則
を
說
く 

.
も
、
然
も
需
要
及
び
供
給
は
其
れ
向
身
他
の
赀
後
の
掼 

!'
:
因
に
■左
お
せ
ら
6
 

>

も
の
に
し
て
、
之
を
®
値

の

^

本 

.1:

的
原
因
ど
は
認
め
*
し

。

即

ち

前

揭

の

三

职

因

並

^

後 

I

へ
述
0
ニ
原
因
こ
そ
需
要
及
び
供
給
に
影
響
す
る
所
の
-
、

.

價
値
の
根
本
的
原
因
で
.あ

る

。

又

一

物

が

效

用

.を

有

し 
\

被
占
有
性
被
移
讓
性
を
備
へ
丑
稀
少
性
を
伴
ふ
時
は
、

|

其
は
交
換
の
目
的
物
た
6
得
可
し
。
由
て
此
三
原
.因
は
，

,
亦
た
之
を「

交
換
性」

ルCh
s
g
e
a
b
m
t
6

な

るj

語
に
包
括 

|

す
る
も
可
な
6 

0

r

第
四
の
價
値
の
原
因
は
一
物
の
生
產
が
多
少
の
闽
難 

,

.を
代
表
す
る
^
、
：
則
ち
努
力
苦
痛
：有
償
的
勞
働
を
必
要 

す
る
事
’

一
霉
以
て
之
を
掩
'へ
ば
生
產
费
を
耍
す
る 

”
事
.で
あ
る
。
前
例
金
剛
西
の
價
値
も
實
は
軍
に
其
稀
少 

性
の
み
な
ら
ず
、
之
を
發
見
し
運
送
し
加
：X
す
る
に
莫 

大
な
る
費
用
を
®
す

る

を

以

で

、

高

價

凡

上

る

の

で

，あ

笫
七
號
 

一
H
七

(
一

五
3
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)
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雜
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佛

il
四
經
濟
學
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-於
ゐ
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の
發
建



第

十

べ

卷

0

五
0

5
:

雜

錄

怫

■

經
濟
學
に
於
る
價
値
論
の
發
逯

第
十
號

ニ 
ニ
八

S
I
1 る

，。

水

の

廉

憤

な
る〗

は
事
情
是
れ
に
相
反
す
る

を
以
て 

>

あ
る
o
最
後
に
第
五
の
原
因
は
分
樂
の
阼
用
に
侬
つ 

て
膦
貨
奢
に
對
し
節
約
せ
G 
.
る

.

、
勞
働
で
あ
る
0
事
實 

瞒
贸
葙
を
し
て
，
人
^
彼

れ

に

供

給

す

る

所

®
-
物

に

效
 

几
^
1)
|
|し

.且

つ彼
れ
か
楚
ル
に
科
し
て
欲

望

.
を!1
.ゆ
る 

後
に
於
て
、
交
換
を
背
ん
せ
し
む
る
所
以
：の
も
の
は
、 

是
れ
彼
れ
が
間
接
的
道
程
に
'依
な
取
得
す
る
貨
物
が
r 

彼
れ
が
之
を
自
ら
製
作
せ
ん
^
欲
す
る
場
合
ょ
b
も
、
 

彼
れ
に
.
.婴
し
て
努~k 

•
s

r。徽
«

‘鐵
#
を
要
^
す
る 

祺 

一
®
少
な
き
故
で
：あ
る
，。
:'
:
:嚴
密
に：

云
ふ
時
は
V

此
觀 

念
は
效
用
及
び
欲
踅
の
觀
念
中
に
包
容
^-
ら
る
\

も 

の
で
め
る
？
乍
^
ネ
を
双
獨
に
分
離
し
て
考
察
す
る
事 

は
、

M
値
の
觀
念
を
明
.
®な
ら
し
o
る
勝
以
で
あ
る」 

€ 

(

0
で
.cit. 

jpp. 

2
7
t
2
7
4
)
o

 

轉
じ
て
典
價
値
變
则
論
を
窺
ふ
に
彼
れ
は
其
主
要
な 

る
法
則
€
レ
て
四
項
^;
擧
げ
る
：

即
ぢ
以
爲
ら
く
、
價 

;1
變
勑
^
>第

一

法
.則

-̂
當
#
前

揭

'.
1
値
の
諸
拔
礎
の
分

析
ょ
り
起
來
す
る
。
價
値
は
其
襁
成
要
素
の
各
：々

に
、

成
は
疋
比
例
丨
或
は
反
比
例
し
或
は
複
合
的
比
例
に
於 

て
上
下
す
る
。
詳
言
す
れ
ば
其
は
效
用
父
は
欲
望
§

 

比
例
し
、
移
讓
性
に
も
認
識
せ
ら
る
S
比
例
を
保
ち
、
分 

量
に
は
反
此
例
し
、
交
換
性
に
は
複
合
的
比
例
を
^
し
、 

旣
遂
X

は
節
約
せ
ら
れ
た
る
勞
働

並
に
他
の
生
產
費
代 

芷
比
例
す
る
。
而
し
て
交
換
の
實
愦
S
取
引
の
大
周
を 

周
到
に
觀
察
す
る
時
は 

>
.效

用

•
節
約
せ
ら
れ
た
る
勞 

働
，欲
望
*消
费
を
代
表
す
る
所
の
需
耍
ど
、
分
摄
.旣
遂 

の
勞

働

皮
生
產
を
代
表
す
る
所
の
供
給V」

は
互
に
牽
制 

し

、
價
値
の
低
落
は
#

要
を
促
進
し
價
値
の
騰
貴
は
供
. 

給
を
促
進
し
、
斯
く
て
需
要
^
供
給
は
均
衡
を
保
持
す 

る
傾
向
を
荷
し
、
且
つ
此
經
濟
的
均
衡
の
條
件
は
、

0
, 

物
の
大
部
分
が
其
生
產
费
に
疋
比
例
し
て
相
交
換
甘
ら 

る

\
に
邀
く
事
を
知
る
可
し
。
楚
れ
に
附
隨
し
て
如
上 

の
現
象
を
完
全
に
實
現
せ
し
む
る
晓
件
た
る
の
意

味

に 

於
て
、
.自
由
競
爭
は
價
値
のJ

軟
的
法
則
な
b

e

袋
ふ

t

l

l

s

f

i

i

l

i

i

i
 
一
 
一
 

威

！

I

f
 

1

1

1

1

^

^

事
が
出
來
る
。
又

G
a
r
a
i
e
r

は
觅
に
附
言
し
て
、
價
値 

の
諸
要
因
"
諸
物
の
！
！
耍
供
紿
反
び
其
生
產
費
.に
.影
響 

す
る
所
の
ち
の
は
總
て
偾
#:
の
.變

動

が

關

係

し

其

數

擧 

げ
て
數
ふ
可
か
ら
ざ
る
も
、
就
中
重
要
な
る
も
の
を
摘 

出
す
れ
ば
ド
人
ロ
、
S

.:

資
本
で
あ

る

‘。

人
均
は
欲 

蓮
則
效
用
：

W

勞
働
ど
を
同
時
に
：代
表
し
、
科
學
艺
資
本 

は
政
は
產
額
を
增
加
せ
じ
め
或
は
费
用
を
減
少
せ
し
む 

る
事
に
侬
り
て
生
產
を
；完
杂
な
ら
し
む
ご
去
つ
■て
ゐ 

る
？
耍

之

0:
ぃ
1

フ̂

の

所

謂

第

」

1
:法
則
は
>「

價
値
は
韓 

耍
及
び
生
產
费
に
疋
此
例
U
供
給
に
反
比
例
し
て
或
は 

一
增
加
し
：或

は

減

少

す

」

，：
ど

云

：
へ

る

言

說

中

に

".
;1
縮

せ

：
 

ら

る

、

も

の

で

あ

る

：(op. 

dt.:pp. 

2
8
4
1
2
8
7

ン
。

第
一
一P

而

し

て
1
/1
優

勢

な

る

原

因

は

、

.社

會

の

安 

.笨
不
安
楚
散
氣
不
景
氣
^
ぁ
る
？
不
安
定
不
安
木
景
氣 

な
る
狀
態
に
於
て
は
、
欲
翅
は
停
頓
し
相
對
的
稀
少
性 

，は

減

少

し

供

給

は

增

加

し

.需

要

は

減

少

し

價

値

は

低

落 

.

.す
名
。
是
れ
に
反
し
て
平
穩
に
し
.て
一
般
に
好
景
氣
な

る
狀
態
に
於
て
は
、
欲
辍
は
擴
大
し
稀
少
性
は
增
六
し
. 

供
給
は
減
少
し
需
婴
は
增
加
し
價
値
は
騰
貴
す
る
。
約 

言
す
れ
ば「

價
値
は
安
定
.及
び
一
般
的
好
景
氣
に
JE
tt 

例
し
、
不
安
定
及
び
社
會
的
不
景
氣
に
反
比
例
し
て
騰 

落
す
る
。」

.

第
三
^

「
1

.財
の
價
値
の
騰
落
は
此
財
S
の
關
係
に 

於
る
他
財
の
價
値
に
逆
抗
的
影
響
を
及
ぼ
す
。
換
言
す 

れ

ば

、

j

財
に
於
る
騰
貴
は
他
財
に
於
る
低
落
を
潇
ら 

し
、

I

財
に
於
る
低
落
は
他
財
に
於
る
騰
貴
を
澈
ら 

す
。
J

第
四
に
右
同
斷
の
理
由
に
依
り「

諸
物
を
價
値
の
尺 

度
た
る
財
ど
の
關
係
に
於
て
#

察
す
る
時
は
、
諸
財
の 

.名
目
：的
價
値
は
ぬ
0
尺
度
の
慣
値
の
騰
落
皮
反
對
の
.方

：
 

つ：向
に
騰
落
す
る」

。
價
値
變
動
の
法
則
は
如
上
の
四
箇 

條
に
歸
着
す
る
ビ
云
ふ
の
.で
め
る
，(o

p
.

 

cit. 

p
p
.
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雜
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修
璐1
經
濟
學
.に
於
.る
.似
临
論
の
锬
達 

第

卞

號
' 

1

四Q
も

惯

値

變

動

論

に

於

て

も

、

原

因

の

大

小

輕

.重

を

間

は 

ず
根
幹
枝
葉
を
無
差
別
に
羅
列
し
、
踪
合
に
：過
ぎ
て
緊 

縮
を
缺
く
の
短
所
歷
紙
た
る
：も
の
ぁ
れ
^
も
、
佛
1I
-M 

流
の
，心
0

的
解
釋
を
英
告
利
流
の
客
觀

的
倾
rA
J

t
を
彼 

此
融
合
せ
ん
ビ
す
る
の
努
力
は
充
分
之
を
看
取
す
る
事
一

が
出
來
や
ぅ
。
 

:

\

: 

\ 

十
七 

/

.

一
八
七
〇
年
以
降
佛
蘭
西
_の
經
濟
學
界
は
普
ね
く
社|

#
の
凡
ゆ
る
方
而
に
聪
牌
せ
る
> 
普
怫
戰
後
の
颓
勢
を
一

極
力
挽
囘
せ
ん
^
欲
す
る
舫
々
た
る
_
流
に
喚
發
せ
ら

'n
て
、
幾
多
の
硕
學
を
出
し
製
.多
の
文
献
を
生
ん
だ
。
臟

：

T
彼
等
は
自
づ
か
ら
ニ
個
の
學
派
に
分
終
し
-た
。

一

はj

«
來
0 !
.诌
由
主
義
經
濟
學
を
忠
實
に
遵
舉
じ
英
國
思
想\ .

を
接
受
せ
る
翰
林
院
派
他
は
獨
逸
思
想
を
躕
過
包
攝
し

國
家
干
渉
^
義
並
に
社
倚
主
義
的
傾
尚
に
交
々
好
感
を
,

有
す
る
大
學
派
で
ぁ
つ
て
就
中
後
派
は
錚
々
た
る
論
客

を
網
*
し
て
ゐ
る
。
乍
^
斯
く
0 .
如
念
分
岐
が
從
前
色

^
に
濃
淡
の
&

 

あ
れ
大
體
心
理
本
位
に
歩
調
を
a
 

へ
來
れ
る
價
値
學
說
上
の
傅
統
を
、
攪
亂
し
破
*

せ
り 

w
Fn
心
惟
す
：る
は
.早
計
で
あ
る
。
諸
他
.の
問
題
に
栓
枘
相 

:容
れ
ざ
る
彼
等
の
鼠
.解

も

此

一

點

に

於

.て

は

背

馳

す

る 

•*
稀
で
あ
る
。
疑
も
無
く
彼
等
は「

最
終
效
用」

utility 

f
i
b
a
i
e

を
環
る
若
千
の
考
察
を
異
邦
の
學
徒
に
負
へ
り 

ど
は
.

1
M

へ
、
此
負
偾
は
寧
ろ
從
來
の
主
觀
的
倾
向
を
拨 

助
す
る
も
の
に
し
-r
毫
も
之
を
橙
滅
す
る
能
は
ず
。
0 

く
て
大
局
ょ
り
通
a
す
る
に
此
®
現
代
の
諸
家
は
、
其 

孰

れ

の

：學

派

に

歸

屬

す

る

を

|
1
_は
ず
、
價
値
論
の
關
與 

.す
る
限
り
に
於
て
は
心
理
的
解
釋
を
嚴
守
せ
る
も
の
ど 

»:
做
す
事
が
出
來
厶
。
遮
莫
爾
く
多
數$

群
儒
の
爾
く 

多

數

の

群

書

に

就

い

て

各

々

_

別

的

の

詳

述

を

試

る

事 

は
極
め
て
雛
龅
な
る
作
業
た
る
の
み
な
ら
-ず
、
假
.令
之 

を
企
及
し
得
穴
れ
ば
^
て
冗
饅
蜇
祓
徙
に
讃
者
を
0

M
 

に
導
ぐ
の
み
な
る
可
3
を
以
て
、

吾
人
ば
愛
に
：

g

述
の 

態
樣
を
一
變
し
、
便

谊

上

「

價

値

.の

$

_

」

:'
h

使

用

價

値

.

it

:

芒
交
換
價
値
の
區
別
L
•

「

價
値
0

®
本
的
.條
件J

。「

價
値 

の
評
^
し

。

「

價
値
の
®
動」

の
各
項
因
の
下
に
、
：現
代
讅 

.

家
の
M
値
論
の
.火
勢
を
總
括
的
に
檢
討
せ
ん
定
欲
す
る 

も
の
で
あ
る
。

先
づ
價
値
の
觉
義
ょ
ゎ

始
む
る
に
例
へ
ば
0
。
§&

? 

Seneuil, 

Y
v
e
s

 

Guyot, 

E
.
I
L
e
v
a
s
s
e
u
i
y

 

E. 

Villev,

. 

.

. 

I 

. 

. 

:: 

.こ

1' 

. 

-
.
.

p C
o
l
s
o
n

の
如
ぐ
に
、
愤
fi
を
交
換
の
職
能
f
o
a
c
t
c-
n 

汉
侬
づ
て
定
義
す
る
者
尠
か
ら
す
。
蓋
し
彼
等
の
®
視 

:ぃ
す
る
所
は
■社
#
的
役
目
、商
業
的
*
義
、
即
ち
■
«:
能
力
，
 

，
の
方
面
よ
り
觀
た
る
爾
値
で
あ
る
。
彼
等
は
之
を
其
外 

.

:h
的
結
果
に
依
6
表
示
.せ
ら
る
、

,:
*

0'
^

か
る
孤
索
の
倾
向
はC
o
l
s
o
n

に
於
て
#
に
著
し
い
。
日 

:

く

「

人
呼
ん
で
財
又
は
勸
勞
の
價
値
ビ
ーK.

ふ
は
、
交
換
.

:

''
,
0道

程

，に

侬

つ

て

異

箍

の

财

义

：は

«
勞

の

ニ

：定

量

を

獲
_ 

:

得
し
得
る
其
資
格
で
あ
る
ど
價
値
の
觀
念
は
交
換
の
觀 

念
€

不
可
分
な
-
ど̂

(
C
o
l
s
o
n
:

 

C
o
u
r
s

 

d6co§
mfe 

:

.politique, 

2
印
&
i
t 

to 
日
.I:

p
p
;

 

7
〇
.7r, 

p. 

8
00)

。
乍

dmnmmnmmmmmmaumBmmaMMmm

併
諸
家
の
見
解
I：
從
べ
ば
此
は
過
.
gで
あ
る

◊
斯
く
0 

.

如
き
足
義
は
唯
次
價
値
の
一
秫
則
ら
交
換
價
値
に
關
し 

■■
:
て
の
.み

眞

で

あ

る

.。

興

證

據

に

價

tt
の
中
に
唯
だ
.

「

«
 

換
の
比
率」

を
見
る
の
み
な
る
人
々
、ヒ
雖
、
交
換
が
憤
値 

を
創
造
す
る
ビ
ま
で
は
極
論
し
な
い
。C

o
l
s
o
n

も
却
て 

«
値
が
交
換
の
動
源
/2
る
.を
認
む
る
に
躊
躇
せ
ぬ
.
75 

ち
荀
く
も
交
換
の
»
結

.
せ«>
:
-
る

、

爲

に

は

、

契

約

兩

窜
 

事
者
の
各
々
が
自
已
.の
讓
.渡
す
る
所
ょO

V

も
自
己
の
收 

受
す
る
所
を
獲
得
す
る
事
に
、

I

層
の
利
益
を
發
見
せ 

ざ
る
可
.か
ら
ず
。
故
に
交
換
は
雙
方
が
其
取
引
の
瞬
間 

に
於
て
有
利
ど
见
惟
す
る
行
勋
で
あ
る
。
此
條
仲
實
現 

し

取

引

の

行

は

る

、
爲

に

は

、

彼

等

の

各

々

が

美

讓

渡 

す

る

所

其

收

受

.す
る

所
ヾ」

の
間
に
■均

等

a'
B.
v
a
l
e
n
- 

c
e

存
す
e
思
惟
す
る
‘を
®
す
ご
思
料
し
た(Colson,: 

op. 

a
t
, 

tom. 

r. p. 
7
〇
\ 

©値
の
觀
念
が
吾
人
0
交 

換
の
意
志
の
la
®
 €

な
.る
ヾ
し
云
ふ
意
味
に
於
て
、
交
換 

が
.惯
値
を
說
明
す
る
：に
あ
ら
す
し
て
儇
値
が
交
換
を
說
.，
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纸
丁
狐

I

陴
ニ

•明

す

る

の

で

あ

る

。

:;
:
即

ち

價

値

は

交

換

の
a
前
に
存
在
、
 

す
る
。
是
れ
大
多
数
の
見
解
の
.
一
致
す
る
所
で
あ
る
：
 

(p. 

lieroy—Beaulieu : 

T
r
a
i
t
e

r+h
e
o
n
q
u
e

 et: 

pratique 

d

ro.conomie Dolitlquev t. 

Ill 

D. 

I
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o
c
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,
l(t
>
s progres 

d
e

 

la; science 
e
c
o
n
o
m
i
q
u
e
v

 
2
c9
n)
d
i
t
.
r

I
.

で
p— 

j 

5
0
-

1
5
1 ; 

)

0
(«
0>
で
ゴ R

a
m

cra
u
d
:
o
o
u
r
s

 

d
、'eco- 

a
o
m
i
e

 

politique, 

t. 

I. 

jx 

5
0
)
0

加
之
價
値
を
交
換
能
力
に
依
り
定
義
す
る
時
は
、
由

て
生
す
る
缺
陷
ー
洱
に
止
ら
ざ
る
可
し
。
先
づ
，其
は
恰

も
價
値
は
人
間
の
外
部
に
存
租
し
ヽ
•'
■
物
に
固
有
の
性
質

な
る
か
の
誤
解
に
•導
U
危
，殆
办
ひ
。
固
ょ
り
佛
蘭
西
現

代
のi

i

客
は
其
の
，傅
來
の
心
意
的
傾
向
に
倖
せ
ら
れ
て
：

何
人
も
此
過
失
に
：陷
る
者
_

し
^
雖
、
定
義
自g

に
此

缺
陷
の
伴
へ
る
は
掩
ふ
可
か
ら
ず
。
次
に
交
換
能
力
を

以
て
價
値
を
完
佥
に
^
義
し
.得
，た
り
ビ
#
ず
る
人
々
_

は
、
單
に
價
値
の
外
的
現
象
を
見
て
其
內
的
構
成
を
逸 

す

を

も

の

で

あ

る

。

彼

等

は

皐

に

慣

値

を

取

引

の

上

に

現
は
す
膙
買
ヵ
を
說
明
す
る
に
北
り
、
之
を
人
間
の
胸 

奧
R.
生
み
出
す
所
の
本
源
的
原
理
を
說
明
し
な
い
。

■ 

0
.u
e 

Moli.nari

が
_「

假
令
耕
作
者
の
倉
诹
咿
に
存
す 

る
穀
物
、
工
場
主
の
倉
庫5

*

に
存
す
る
.綿
布
ょ
り
全
攸 

其
償
値
を
奪
'ひ
去
る
ど
も
、
尙
且
っ
是
等
諸
品
は
一
の 

價
値
を
具
有
す」

云
へ
る
は
、
如
上
の
交
換
價
値
萬 

能
の
定
義
に
谦
ら
ざ
る一

般
的
傾
向
を
表
示
す
る
も
0 

で
あ
る(

N
o
u
v
e
a
u

 Dictionaire d

nr.
c
o
n
o
m
i
e politique. 

6
dit 

G
u
i
l
i
a
u
m
i
p

 

t. 

II. 

V
。

Valeur, 

p. 

1
1
4
6
, 

I 
M
e 

v 

col.)。又
斯
ぐ
の
如
き
窀
義
は
價
値
を
原
因
に
從
つ
て
定
義 

す
る
に
あ
ら
す
し
て
結
*
に
從
つ
て
觉
義
す
る
も
の
て 

あ
る
。(K

^
m
b
a
u
d
:

 

op. 

d
t

 

t

 

1, pp. 

4
4

丨45
)

彼
等
は 

金
は
多
量
の
物
を
購
買
し
得
る
が
故
に
大
な
る
徵
値
を 

具
有
す
ど
云
ふ
も
、
反
對
に
金
は
大
な
る
憤
値
を
具
有 

す
る
が
故
に
多
量
の
物
を
|1
貢
し
得
ぞ
稱
す
る
も
亦
た 

眞
で
あ
る
。
'而
し
て
'何

が

.故

に

其

は

大

な

る

偾

»-
:を
有

{
I
1
i

す
る
乎
。
，愛
に
全
問
題
の
焦
點
は
存
す
る
。
而
し
て
其 

.の
解
決
は
，例
へ
ばE

e
a
u
r
^
a
r
d
,

が
、「

避
れ
其
が
吾
人 

が
胱
に
之
を
所
有
す
る
時
は
之
を
保
存
せ
ん
事
を
望 

み
、
菩
人
が
未
だ
之
を
所
有
せ
ざ
る
時
は
之
を
獲
得
せ 

ん
ビ
欲
す
る
希
求
を
刺
戟
す
る
所
の
、
資
質
を
有
す
る
一

故
で
^
る」

(
E
l
e
m
e
n
t
s

 

d

rD.conomie 

politique, 

p. 

j

• 

.
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■ 

• . 

■ 

• 

< 
.
• 
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•
;
.
.

1
9
2
)

き
去
へ
る
ビ
、
同
經
緯
のg

索
に
俟
た
ね
ば
な
ら 

^
。
觅
じ
交
換
に
華
い
て
價
値
を
定
義
す
る
は
' 
是
れ 

汝
の
讓
與
す
る
一
物
の
惯
値
を
"
他
人
が
汝U

讓
與
す
一 

る
一
物
の
#'
贫
を
以
.て
^
義
す
る
.事
で
め
.る
。：
換

言

す

| 

れ
ば
、
是
れ
M
値
を
以
て
僧
値
を
定
義
す
る
*

で
あ
る
。
I 

五
口
人
は
最
早
是
れ
以
上
の
呶
ダV

必

麵

ヒ

し

な

：い:.0
,畢
ン 

觉
價
侧
を
商
業
的
作
用
に
徵
し
て
說
明
す
を
代
’
：に
、

\ 

人
間
自
身
が
其
胸
奧
に
形
成
す
る
舰
念S

中
に
其
方
式
，
-■
:

:

を
®!
求
す
‘る

の
が
、

一
#:
有
益
で
ぁ
k
且
つ
合
理
的
で
. 

あ
る
。
是
れ
p
a
a

L
e
r
o
y
-
B
e
a
u
l
i
e
u

が
之
を
定
義
し
て 

「

價
値
皮
は
菩
人
が
諸
物
の
所
有
又
は
獲
得
に
對
し
て
::
:

賦
•與
す
る
重
要
の
程
度
な
り
し
ど
沄
ひ(Hrait

6 

d
n.
,
c
o
- 

n
o
m
i
e

 

politique, 

tom. 

IIL 

p. 

1
6
)
、

或
は 

Charles

G
i
d
e

が「

凡
そ
欲
求
の
對
象
た
る
諸
物
は
、
其
欲
求
せ 

ら

る

、
，の

程

度

等

し

か

ら

中

o

吾
人
は
是
等
諸
物
の
間 

に
尊
重
の
順
位
を
足
め
等
級
を
立
つ
價
値
の
觀
念
愛 

に
微
生
す
。
價
値
は
交
換V

J

不
可
分
に
し
て
交
換
を
離 

れ
て
價
値
を
想
像
す
る
能
は
ず
ビ
は
、
是

れ
一

般
の
說 

く
所
な
り
。
乍
併
#
人
は
是
れ
に
賛
す
る
能
は
ず
。
孤 

島
に
於
るC

r
u
s
o
e

す
ら
比
較
の
標
準
を
有
し
た
b
o 

;
蓋
し
菩
人
は
彼
れ
が
典
難
破
船
ょ
b
先
つ
第
一
に
其
最 

も
欲
求
す
る
所
の
物
を
搬
出
せ
る
を
知
れ
ば
な
り
。
而 

し
て
假
じ
典
產
主
義
的
社
會
の
實
現
を
見
た
り
S
せ
ん 

タ
か
‘

交
換
は
消
滅
す
可
き
も
價
値
の
觀
念
は
消
滅
せ
ざ 

る
可
し」

ミ
の
言
說
め
る
所
以
て
あ
る(
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r
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層
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特
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擧

す

る
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必
中
し
も
蛇
进
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あ
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麦
い
。
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に
價
値
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#
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す
る
も
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に
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。
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一

四

四 

も
の
な
る
が
故
化
、
諸
商
品
の
相
對
的
僧
値
は
絕
ぇ
間 

,
無

<
變
勅
す
る
。

假

令

所

謂「

正
常
惯
値」

v
a
i
s
r

 

n
o
m
i
n
a
l

を

：
許

容

す

る

，論

者

ど

雖

、

「

闽

定

價

値

」

<
ヒ
2

” 

constante 

を

離

ひ

る

事

無

し

(p. 

c
a
wo-
-
s
 ： 

p
r-i
s d

u

 

l
o
c
o
u
r
s

 

d

 

ギ on
o
m
i
e

'rjolitiquerw—
dft 

t. 

L

 

N
:
s

 

1
9
2
- 

1,200, 

pp. 

100
5-

1
9
1 ; 

B
e
a
u
r
e
g
a
r
d

 : 

op. 

cit. 

pp. 

S
2
- 

一

VS
3
<
s
n
y 

“ 

.pxfncipes 

d

o\c
o
n
o
3
i
c

 

P
O
I
i
t

-q'
a
e
,

 

^

\ 

I
. pp. 

2
0
7
-
2
0
S
V

 

etc'—
T
u
r
g
e
o
n
: 

L
a

 

v
a
l
e
u
r

 

j 

cPapr

ルs 

k
s

 

&
0
n
0
3
i
s
t
c
s

 

Anglais 

et 

p
v
a
n
g
a
i
s
'
p
p
.

一
然
ら
ば
人
は
如
何
な
る
態
樣
に
於
て
、
且つ什

®
の 

|
P
由
に
依
つ
て
、
»

く
の
如
き
或
る
程
度
の
尊
重
則
ち 

價
値
を
諸
物
に
對
し
て
典
^
る
乎
。

;
n
凡

そ

則

は

ニ

個

の

.態

様

U
於
て
，鑑

賞

せ

ら

れ

隸

通

せ
 

ら

れ

る

。

其

一

は

所

有

者

岛

身

の

直

锬

使

用

に

於

て

考
 

察

せ

ら

る

、
場

合

> 
其
一

一

は

他

人

0
他

財

ビ

の

交

換

に

cipes 

c
f
e
c
o
n
o
m

 
一
 e 

p
o
s
q
u
e
,

 

6
'
6dit 

p. 

5
6

a
°
ノ 

:

第
一

I
l
k

價
値
は
變
動
的
な
る
も
の
で
あ
る
。
人
間
が 

髎
物S,

效

用

に

關

し

て

行

ふ

，判

斷

自

體

が

不

安

定

な

る

於

て

考

察

せ

ら

る

、
場

合

で

あ

る’、
使

用

質

做

'ビ

交

換

:■
'
價
値
e
の
區
別
は
愛
に
發
生
す
る
。
諸
家
の
間
に
は
往 

,■
-
々
：
使

用

價

値K
以
て
效
用
で
混
13
し

、

單

に

之

を

‘吾

人 

:の

欲
.望

を

直

：接

に

滿

足

：せ

じ

め

臟

つ

て

吾

人

の

#
求
を
：
 

■
起
し
得
る
諸
物
の
資
格
ボ
解
や
る
者
ぁ
れ
ざ
も
.、
通 

:說
！2:

從
べ
ば
使
用
價
値
，の
觀
念
中
に
は
斯
沪
る
效
用
斯 

か
.る
希
*'
性
以
上
の
も
の
を
镇
含
す
る
。
：儐
値
は
必
ず
：
 

比
歡
を
伴
ふ
。
使
用
價
値
ば
吾
人
が
效
用
か
レ
希
求
せ」 

&,
る

、
諸
物
の
間
に
設
.ぐ
る
撰
.擇

の
-:
等

級

を

豫

想

す 

:s
。
；
：其̂

各
自
垆1.

物
の
所
有
又
は
保
存
.に
關
し
て
、
 

其
欲
靈
充
.足

：の

可

能

性

ぞ

轉

置
'及

び
»
生

產

に
#

ふ
_
 

1
の
^
小
t
を

考

慮

に

入,
つ

、
ド

之

を

他

物

^

の

相 

對
的
見
地
：ょ
6

#
し
て
M
rf
す
る
個
人
的
刹
益
を
表
明 

す
る
も
の
で
ぁ
る
。
故
に
例
へ
ば
‘ C

a
w

ルs

の
如
く
單 

に
、

「

ニ

個

又

は

一

一

個

以

上

の

效

用

の

此

較

"

之

を

使

用 

；

價
値
ど
.名
#.
く：

一
 

ビ
去
ふ
の
み
に
て
は
未
だ
し
。
是
れ 

.
に
加
ふ
る
に
稀
少
性
の
發
動
を
俟
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。

へ 

c
a
w
n>
>
s
: 

op. cirt. L

 

N
。

I
5o\
r p. 

I
5
9
;
J
o
u
r
d
a
n
:

o
d
. 

cit.

で
.
4
.
M7 ; 

G
lcu
e 

” 
o

v 

cit. 

d
p
. 

5 5-
5
0
.et 

2
4W 

P
er
r
e
a
u
: 

op. .cit. 

t. 

I.
.

で 

o
.
. 
6
00
-
7
2
 
ノ
。

各

人

に

.對

す

る

重

耍

の

程

度

を

決

定

す

る

所

の

此

比

較

判

斷

は

"
.
當 

然
個
人
的
で
あ
つ
て
純
然
农
る
主
觀
の
世
界
に
展
開
す 

|

る
。
其
は
孤
立
單
獨
の
人
間
に
在
り
て
す
ら
發
現
す
I 

:

る

.0G
i
d
e

>£
典
に 

G
u
s
t
a
v
e

 

d
e 

IVIoHnari

A -
亦
た 

這
般
の
道
理
を
'
絕
海
の
孤
島
に
^
身
ii
罾
せ
る
物
語 

の
主
人
公
に
假
託
し
て
說
明
す
る
。：
日
く 

R
o
b
b
s

-O.n 

1

雖
亦
れ
價
値
の
意
識
を
有
し
れ
&
。
此
價
値
は
交
換 

:

せ
離
れ
て
存
在
す
。「

彼
れ
は
食
糧
を
菩
藏
し
衣
服
を 

:
作
製
し
天
藉
小
舟
を
築
造
す
。
彼
等
の
作
業
の
結
果
た 

I
I

.

る
是
等
の
種
々
な
る
生
齑
物
はj

の
價
値
を
具
有
す
。
;: 

如
何
ミ
な
れ
ば
是
等
諸
物
は
彼
れ
に
對
し
て
取
に
空
氣
- 

腸
光
の
如
く
に
效
用
あ
る
物
件
た
る
に
止
ら
す
、
其
は 

效
用
以
外
の
一
要
素
、ベ
換
言
す
れ
ば
其
生
產
に
彼
れ
の 

r
;

支
出
せ
る
勞
働
を
包
含
す
る
故
で
あ
る
。」

是
等
の
彼
れ 

の
勞
働
の
所
產
に
就
い
て
彼
れ
.は
之
を
比
較
す
る
事
が
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發
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微
雜
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1
1

於
る
値
値
論
の
發
遨 

:
w
,
來
る
：。

「
即
ち
是
等
，諸
物
が
彼
れ
.に
要
求
，せ
る
努
力
並
賦
與
す
る
の

€

$ 

"に
邊
等
諸
物
が
，彼
抑
に
致
す
用
益
ビ
に
就
い
て
秤
量
を
：

行
ん
祺
が
沘
來
る
。
例

へ

ば

彼

れ

は

「

余
の4

隻
の
小 

舟
は
佘
の
灾
0
の
ニ
倍
.に
價
_

且
つ
余
の
天
幕
は
余 

の
衣
服
の
三
倍
に
價
ず」

？
稱
し
.得
る
‘が
如
じ
云
々
？
。

通
說
亦
切
之
を
是
！

I

し
て
ゐ
る
：(
窆

&.
§
ユ：

N
o
u
y
&
u

 

t
l
c
t
o'
n
a
B
r
e

êconom

B-dolitl
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v
o
Y
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cr
u
r
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n
o
m
l
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V
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:_而：：し
て
社
會
生
活
を
營
め
る
人
陬
伽
&
索
も
亦
た
孤
立 

敗

*:
の

A：
間
の
恩
索
せ
異
&
攸
。：

苟
ぐ
も
吾
人
が
諸
物
一 

^
其

,1
備
す
ふ
效
肋
ぞ
其
要
求
す
る
努
カ
^
の
ー
一
重
の 

見
地
^
り

比
較
t^
る
や
不2

や
'、
所
謂「

»
«•」

ふ
く
^cation 

€
槭
す
る
精
神
作
用
が
> :
:吾
人
の
心
理
に
使
用
價
値
を 

實
挪
货
る
。縱
て
如

#
な
る
場
合
に
於
て
も
"
各
人
は
其 

れ

に

就

い

て

自

己

が

儆

人

的

に

拙

出

す

る

所

の

利

®'
に

第
十
號

f

四
六

從
ひ
、
其
所
有
に
係
る
諸
物
に
對
し
て
此
使
烟
值
値
ゼ

交
換
價
値
は
此
使
用
價
値
の
社
會
的
表
現
で
あ
る
" 

詳
言
す
れ
ば
其
は
其
所
有
物
を
人
手
に
移
讓
せ
ん
^

し
 

て
各
自
が
、
其
所
期
の
取
引
を
行
ふ
に
必
要
な
る
相
手 

方
を
發
見
す
る
爲
fc
、
他
人
の
意
向
市
場
の
狀
況
を
考 

慮U

入
る
、
に
及
ん
で
？
始
め
て
現
前
す
る
の
で
あ
る 

(
C
o
l
s
o
n

 : o
p
,

 cit 

p, 9
0
。

是
れ
睐
述
の
如
く
、
交
換 

は
價
値
を
表
示
し
®!
定
す
る
も
之
を
劍
造
す
る
も
の
S 

は
云
ふ
を
得
ざ
る
所
以
で
あ
る
。
圃
ょ
り
現
在
の
複
雜 

せ
る
交
易
經
濟
の
下
に
在
り
て
は
、
交
換
價
M
は
往
 々

使
用
僧
値
ょ
り
も
人
陬
の
心
裡
に
優
越
的
地
位
を
占
め 

る
。
.乍
併
其
は
其
が
相
交
換
せ
ら
る
、
諸
物
の
主
觀
的 

效
用
を
ノ
一 

層
容
易
に
此
較
せ
し
め
得
る
故
で
あ
る
。

. 

換
言
す
れ
ば
交
換
價
値
ば
相
交
換
せ
ら
る
、
諸
物
の
與 

ふ

る

使

用

儇

値

^
、
'
秤

量

し

得

可

き

形

態

客

觀

的

な

る

栩

貌

、
直

接

其

欲

鸷

を

，滿

铤

せ

し

む

る

個

人

の

私

的

狀 

腠

よ

f
c
y險

離

せ

る

J :

般

的

性

質

を

以

て

.部
に

'表

現

す

-
.
^
1
1m i

る
故
で
あ
る 

o
c
.
c

o'
i
s
o
n
r
o
p
, 

cit.: j
x

00
7
;
w
H
O
o

lr
..
H
l
o
w
, 

p
r
o
g
r
o>
s
aa>
pscience 

6
c
o
n
.o
;
B:
,
i
q
u
<v
>
, 2
W 6Jit. t:. 

I.

5,
5)

。

而

し

て

此

公

的

集

合

的

.評

惙

が

多

く

の

場

合
 

;に
、：

個
々
の

私
的
評
偾
の
上
に
反
動
を
及
ぼ
す
事
は
疑
. 

;?
r
容
れ
ぬ
。
斯
く
て
使S

價
値
な
る
内
的
針
算
は
®

々
：;
'
'

j

 

交
換
價
値
な
る
外
的
潮
.流
の
爲
に
膦
朧
た
ら
し
め
ら
る\ 

:\
せ
崎
，
尙
且
つ
後
者
が
前
者
を
先
在
條
件
ぞ
す
る
は

\ 

#

ふ
可
か
り
ざ
る
所
で
あ
る
。
蓋
し
交
.換
價
値9

中
に
. 

顯
現
す
る
賣
手
及
び
質
手
：の
-
：

I,

般
的
意
向
は
使
用
價
値 

を
決
定
す
：る
個
々
の
人
々
の
意
向
を
、
某
礎
^
し
て
成 

立
せ
る
が
故
て
あ
る(

C
o
l
s
o
n

 : 

op. 

c
i
t
r
p 
9
0

)

0

畢

\

 

竟
交
換
猶
値
は
使
用
價
値
1:
:
:倚
11
す
る
ヒ
共
に
、
他

方

,

R
於
て
市
場
に
反
覆
せ
ら
名
，V
取
引
の
®
例
に
依
"
、

一
 

ニ
：層

明

瞭

に

之

を

表

現

す

る

：の

.で
：あ

る

。

.

..：

パ
：
.更

に

使

用

'
憤

値i

交

襖

價

値>£
の「

區

別

ば

ノ

？
岂1;

一
 

LeroN-Beaulleu .

ー‘派
の
强
調
す
る
が
如
く
に
、
.一

一
個 

の
見
地
よ
6
し
て
興
味
が
あ
-
且̂
つ
«
要
で
あ
る
。，

.

.
第
十
八
卷

第
一
に
實
際
.

的
見
地
よ
ト
挪
擦
す
る
に
、
或
る
a

類 

の
取
引
に
於
て
は

，

®
用
儐
値
が
過
重
の
役
目
を
演
す
る

 

所
の
も
の
が
あ
る
。
特
に
其
酿
著
な
る
適
例
は
保
險
で

 

め
る
。
父
酿
傳
來
の
故
吡
の
舊
邸
の
如
き
其
交
換
價
値 

は
極
め
て
小
な
る
に
拘
ら
ず
、
追
懷
の
念
愛
惜
の
情
切 

な
る
の
餘
&
、
所
有
者
が
之
を
過
大
の
保
險
に
附
す
る 

は
.屢
々
見
聞
の
事
實
で
ぁ
る
。
即
ち
彼
れ
は
此
場
合
交
. 

換

價

値

よ

り

も

寧

ろ

使

用

價

.値

に

偏

し

て

保

險

额

を

決 

.定
し
ノ
多
大
の
保
險
料
を
支
拂
ふ
事
を
も
敢
て
辭
せ
ざ 

る
も
の
で
あ
る
。

.

第1:1

に
心
理
學
的
見
地
よ
6
觀
察
す
る
に
、
使
用
價 

値
の
觀
念
は
愈
々
備
大
ず
る
。
即
之
を
度
外
視
し
て
は 

.■交
換
.の
貴
現
を
說
明
す
.る
事
^D

理
M
す
る
事
も
不
可
能 

で
办
る
。
蓋
し
欺
瞞
な
く
强
藤
な
し
に
締
結
せ
ら
る
、 

正
常
の
交
換
に
於
て
は
、
人
は
等
價
に
對
し
て
等
價
を 

.交
換
す
る
0
此
均
等
に
依
つ
て
の

み
取
引
の
公
平
は
確 

保
せ
ら
れ
る
の

'

で

あ
る
：。

然

ら

ば

.

此

場

合

兩

當«
者

に
‘

$

號

一
，㈣
七

c
l
:
5
l
五〕

.

,?
!
■

,錄

佛
故
*四
.經
濟
^
.に
於

ゐ

僧

値

論

'
の
發
達
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佛
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西
就
濟
學
に
於
る
僙
値
論
の
發
達

収
っ

て
の
利
益
は
那
邊
R
袼
す
る
乎
。
日
く
兩
交
換
者 

は
.各
々
成
る
程
相
等
し
き
交
換
儇
値
に
對
し
て
相
等
し 

き
交
換
惯
値
を
授
受
す
れV」

も

"

彼

れ

が

獲

得

す

る

貨 

へ；物
の
彼
れ
に
對
す
る
使
用
價
値
が
彼
れ
が
譲
渡
す
る
貨 

物
の
彼
れ
に
對
す
る
使
用
價
値
ょ
り
も
、

一
層
大
な
卜 

:̂
云
ふ
^

:.に
.於
て
各
々
0
利

益

_は

生

ず

るの
で
*

る
。
 

苦
し
各
自
が
交
換
に
依
つ
て
一
の
私
的
利
益
を
柚
出
す 

る
事
を
期
待
せ
ざ
る
に
於
て
は
、
：
取
引
は
決
し
て
行
は 

れ
，

g

■で
あ
ら
ぅ
。
.交
換
僧
_
さ
は
：別
に
使
用
價
値
の
存 

す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
交
換
は
：存
在
の
迦

由

を

.
持

た

ぬ
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m
b
a
u
d

 : 

o
o
u
r
s 

creconomi.e 

poKtique, 

t

 

I. 

p
p

v;5
5
-
5

6
.Ii. 

T
r
u
c
h
y
:

 

C
o
u
r
s

 

d
w
c
o
n
o
m
i
v

 

p
o
s
i
q
u
e
'
t
.

 

L

 

p
:

 

1

 

—
T
u
r
g
e
o
n
:

 

L
a

 

v
a
l
e
lc
i
r
 

d
-
a
p
r
r5
>
s les 

E
c
o
n
o
m
i
s
t
e
s

m
十

號

I

四
八 

何
な
る
理
由
に
依
つ
て
價
値
が
«
生
す
る
か
の
問
題
に 

:

遊らねばならぬ。

：十
九
ニ

:
,

旣
に
價
値
を
以
て
吾
人
が
諸
物
の
所
荷
又
は
獲
得
に 

|「

對
し
て
賦
與
す
る
重
要
.の
程
度
な
り
ミ
解
す
る
以
上 

-
は
、
此
重
要
の
程
度
を
吾
人
の
胸
奥
に
決
定
せ
し
む
る 

條
'#
如
何
。
ニ
層
適
切
に
之
を
表
現
せ
ば
、
吾
人
を
し 

! •

諸
物
を
撰
擇
せ
し
む
る
動
源
如
何

■

此
問
題
は
當
然 

®

値
の
構
成
要
素
に
觸
れ
る
。
®
し
て
諸
論
の
歸
趨
を「 

ー
«.
括
す
れ
ば
大
樣
次
の
如
く
で
あ
る
。

第
一
に
©
値
の
遊
礎
に
は
先
づ
欲
望
の
感
受
cr
eザoin.: 

一6
P

3
U

V
6

を
擧
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
欲
M
は
人
生
の
行
旅 

5 

I

に
於
て
吾
人
の
缺
く
可
か
ら
ざ
る
阵
侶
で
あ
る
。
其
は 

凡
ゆ
る
活
動
の
最
初
の
動
因
で
あ
る
。
人
は
常
に
欲
望 

の
提
出
す
る一

一
つ
の
道
-0
_
れ
か」

を
撰
ば
ね
ば
な
ら

p
a
g
l
a
l
w 

et 

F
r
s

9als, 

V
. 4

0
9

丨
 
4
M
7

)

？

:
菩
人
は
以
上
如
何
な
る
態
樣
に
於
て
價
値
が
發
生
す 

る

■か

に

...
關

'す

る

.諸

.家

，.の

見

'解

を

瞥

見

し

.
^
:

d
。

次

'に

は

如



ぬ

。 

欲

望

を

抑

4
す

る

努

力

若

し

く

は

欲

S

を

充

足

す 

る

努

力

即

ち

是

れ

で

i

る

.
？

，
而

:
し

て

彼

れが

1

.旦

後

者

.
v
l
i
g
k
f 

-
1

呤
：' 

-I:
=
= 一

を
撰
擇
す
る
に
於
て
は
，
彼
れ
は
勞
働
に
從
事
し
效
用 

を
作
出
し
價
値
を
生
爺
す
る
。故
に「

人
に
.依
り
欲
求
せ 

ら
る
、
靡
無
き
物
は
人
に
對
し
て
儐
値
あ
る
事
無
し
。
 

吾
人
を
し
て
或
は
直
接
.に
勞
働
に
依
り
或
は
間
接
に
交 

换
に
依V

、

一
 

物
を
獲
得
す
可
く
一 

定
の
犠
牲
を
支
拂 

ふ
を
肯
ん
せ
し
む
る
所
，の
も
の
は
、
其
充
足
の
爲
に
之 

を
要
求
す
る
所
の
實
際
的
若
し
く
は
想
像
的
欲
望
で
あ

る r
r
o
u
r
c
e
i
i
e
-
s
e
n
e
u
i
l
:
H
r
a
i
;

 

t
h
e
o
r
l
q
u
e

 e
t

 

p
r
a
t
i
q
u
e

.... 

.

.

.

d
y
e
c
o
n
o
m
i
e
d
O
H
t
i
q
u
e
,

 

2
9
 

6
d

rt. 

I. 

p
p
.

 

.2
0
-2
0

い
 

r
a
w
e
s

 : 

-Dreois 

d
u

 

c
o
u
r
s
. d

'
economle 

Dolitique,2
» 

£dit. t. 

I
.
N
O
'
I

VO
O) 

p
.

 

1
8
8
:
r
Jlaries G

i
d
e

 : P
H
nci 

で es 

c
T
e
c
o
n
o
m
i
e

Tjolitlque, 

14°

か dit. 

D. 

4
3
, 

etc.)。

.

第
二
に
右
ビ
關
聯
し
て
價
値
は
滿
足
の
追
求
I

T

 

f
a
c
t
i
o
n

 

r
e

c
h

e
r

c
s

e

を
包
含
す
^

o

此
熱
望
自
職
が 

價
値
の 

一■
動
因
で
あ
る
。)

；蓋
し
內
.

に
欲
望
を
抱
ぐ
^

雖 

之
を
抑
止
し
て
外
に
其
：の
對
象
を
追
求
せ
.

ざ
る
に
於
て 

は
價
値
は
锻
生
の
機
«

を
失
す
る
故
で
あ
る
0:
此
點
に

笫
十
入
嵇
b

:

五一

七)

關

し

て

は

姑

ら

く

英

吉

刹

の

S
y
d
n
e
y

 

C
h
a
p
m
a
n

が

、 

「

欲
蠤
は
通
俗
の
用
法
に
於
て
は
願
翅
ど
往

々

同

_

に 

し
て
、
第

1
®

に
渴
.望
切
願
を
意
味
す
る
炉
、
第
二
に 

若
し
く
は
特
定
の
事
物
を
所
有
し
又
は
特
定
の
行
爲
を 

~
遂
行
す
る
爲
に
、
犠
牲
を
支
拂
ふ
を
辭
せ
ざ
る
決
意
を 

意
味
す
る
か
、
聊
か
瞹
昧
な

る

用
語
で
ぁ
る
。
隨

っ

て 

.
•酒
精
を
渴
望
し
然
も
禁
酒
を
嚴
守
せ
る
所
の
者
が
、

一
 

杯
の
水
を
求
む
る
時
に
當
つ
て
尙
且
つ
彼
れ
.は
酒
精
性 

飲
料
に
對
し
て
欲
望
を
有
すV」

云
ふ
も
何
等
の
矛
盾
無 

|

し
。
蓋
し
其
は
.假
令
彼
れ
は
今
麥
酒
で
な
く
水
を
飮
用 

せ
ん
ぞ
試
み
つ
、
ぁ
れ
ざ
も
、
锻
れ
は
麥
酒
に
切
望
を 

有
す
ビ
の
意
な
れ
ば
な
り
。
乍
併
經
濟
學
徒
の
直
接
關 

一
與
す
る
は
第
ニ
の
意
義
に
於
る
欲
蓮
の
.み」

ぞ
云
へ
る 

.
言
辭
を
參
照
す
れ
ば

、

其
意
自
づ
か
ら

明

瞭

ヾ」

な

る

て 

あ 

&
ぅ(

c
h
a
p
m
a
n

.

. 

:OutHnes of political E
c
o
n
o
m
y
,

p. 

2
1
)
0

'
第
三
の
價
値
の
基
礎
は
前
叙
の
欲
望
り
感
受
ビ
滿
足

第

十

號

マ
四
九

雜

錄

、佻
蘭
.西純
濟
學

|-
於
る
似
個
論
の
锬
逯



第
，十

八

狯
■ C-

瓦1

八)

.

雜

錄

.

佛
_

1
濟
擧
|;
於
る
僧
値
#

の
發
達
へ

 

笫

十

鄉

5

0
 

.
.
.

の
追
*

V」
の
關
係
ょ
り
成
る
效
用
て
あ
る
。
效
用
は
人
：

に
存
茌
す
る
^
於
て
は
、
經
»
學
は
舉
に
效
用
認
識
の 

■
間V

物

？
の
關
係
で
あ
^V、：

隨
つ
て
主
觀
的
事
項
で
あ
科
學
ぞ
化
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
乍
併
#
實
は
然
ら
ず
。
效 

る
ノ
固
ょ
b
麵
.齙
.の
，
饑

餓

を

癒

す

る

.に

適

す

る

性

質

は

用

の

大

部

分

は

消

费

：せ

ら

る

、

以

前

に

先

づ

生

產

せ

ら 

,人
間
の
欲
盤
ょ
り
獨
立
し
て
客
觀
的
に
存
在
心
得
れ
で
れ
る
。：
是

れ

M
o
H
n
a
r
i

を

乙

て「

惯
値
ミ
は
生
產
.せ 

も
、
效
用
其
物
は
人
間
が
1{
1

«
邊
れ
に
對
し
て
欲
望
を
ー
ら
る
る
效
用
な
り」

^
觉
義
せ
し
め
し
所
以
で
あ
る 

•感
せ
さ
る
限
な
此
物
に
潜
在
し
て
ゐ
る
。
則
％
經

濟

學

j 

(
N
o
u
v
e
a
u

 

D
o-
t
i
o'g
^
i
r
e

 

d
^
C
O
H
Q
m
i
e

 

politique, 

t

 

J
L

 

的
に
換
言
す
れ
ば
其
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
0
§
?

|<
valeur, p. 

ii4
3
. Ire 

et 2
e
c
o
I
.)。

典
結
果
自
然
が 

0&
e
-
5
e
s
u
i
l
:
Trait

6
「th

8'H
q
u
e

 

et 

pratique 
d
w
c
?

 j

吾
人
に
與
ふ
る
無
償
：過
剩
の
效
用
は
惯
値
の
領
域
ょ
>
 

g
m
i
e

 

P
O
H
t
f
q
u
e
;
u
.
1
.
pp. 

4
0-だ

；L
e
v
a
s
s
s
r

 : 

: 

|

除
外
せ
ら
れ
る
°
效
用
を
伴
は
ざ
る
©
«
は
無
意
あ
て 

:
o
p
,

 d
t

 

pp. 

9
-
1
1
)
。

驅
觉
效
州
は
諸
物
の
物
理
的
性|

あ
る
。

乍
併
此
效
用
は
有
償
的
で
な
け
れ
ば
な
ら 

質
に
あ
ら
ず
。
其
は
人
間
:0
欲
羧
を
補
提
ど
し
之
を
满
|

_

足
せ
し
め
撙
る
諸
物
の
カ
せ
觅
る
：可
き
，
經
濟
的
性
質
|

り
獲
得
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
斂
用
無
ぐ
ん
ば
何
物
も

.

..で
あ>

0
(
v
i
l
l
e
y
: 

2
0.
3 ; J

o
u
r
d
s
.
:

 

o
p
'
d
t

 

{

探
求
せ
ら
#

\
蕲
無
し
。
s
rt
v」

量
の
制
限
無
く
ん
ば

P, 

4
2
6
;

:;
.G
i
d
e
: 

o
p
,
d
t
;
p
p
,

 50-53

:'5

ch-57, 

etc.)。

何
人
も
其
生
產
其
獲
得
に
寸
毫
の
勞
苦
鱗
牲
を
支
柳
は

.

第
四
の
要
素
は
_

少
性
で
あ
る
。
蓋

し

此

欲

望

充

足

.ぬ
で
あ
ら
ぅ(

c
a
i
s
:

 

precis 

d
u
n
c
u
r
s

 

d
ar
>
c.o
n
o
m
f
e

の
經
濟
的
能
カ
を
具
贫
す
る
1

物
が
、
人
*か

之

を

獲

得

p
o
l
M
q
u
e
,

 

2
?

 
6
a.
it. t. 
L

 

N
s 1

5
6

 

e
t

M

s

y

p
p

. 

1
5
9
- 

す

る

に

-何

等

の

努

力

犠

牲

を
.耍

：せ

ざ

る

程

に

爾

{

凰.a皆S: 

t
<
5
9
e
t
l
s
r
o
.
I
S
£
>
,
p
p
.
-
r
s
-
3
-
x
s
4
'
)
o
:
B

/e.
^
®
^
.
&
s
.
<
r
v

观
に
：價

値

無

し

皮

云

ふ

所
以
で

あ

る

プ 

很

愛

k
稀
少
性
ど

云

ふ
は
數

學

的
客
觀
的

絕

對

的

の 

魔
義
に

あ
ら
ず
。
經
濟
敷
上
に
所
謂
稀
少
性
ご
は
、
諸 

物
0

豐

富

又

，
は
僅
少
：？
是
れ
に
對
す
る
.欲
望
ミ
の
比
較 

ょ
り
成
る
:̂
^
ふ
»
に
|於
て
’
.主
觀
的
..で
あ
b
ff
s
f/ 

で
あ
る
，。
.，«

<
し
て
|
|木
^
の

«

値

は跛
行

者

の

員

數 

ビ
不
可
分
で
あ
る
n
a
w
w
s 

:...;op. 

CF

N
o
s

 

1
9
7

 et 

20
0
,
 

pp. 

ICO
0
-
I0
2; 

J
B
e
a
u
r
e
g
a
r
d
v
E
l
i
m
e
n
t
s

 

C
K
C
O
P
O
m
i
e

 

politique'd; 

1
9
2
; 

G
i
d
e

..op. 

Citr pp. 

57-60, etc.) 

皐
竟
：
0;
-
0
1
5
0
1
1

の
言
蔣
令
以
て
結
_

に
代
ふ
れ
ば
、「

1

 

の
貨
物
又
は1

の
\勸
勞
が
1 :
値
^
:具

有

す

る

が

：爲̂

,

は

、

其

が

或

る

程

度

に

於

て

效

用

が

あ

り

：且

つ

®
ル
性 

が
あ
る
：事
を
必
須
の
條
件
ど
す
る
。
*如
何
€

な
れ
ば
先 

づ
其
は
人
々

^
し
く
は
#
く

:£
■
も
其
內
0
幾
人
か
<
、

興
物
に
對
し
是
れ
ぞ
交
換
に
於
て
何
等
が
の
他
物
を
讓 

與
す
る
意
向
^

^
る

程

に:̂
之

を

取

得

せ

ん

ど

す

る

充
 

分
活
撥
な
る
欲
題
5:
發
見
す
る
事
を
必
耍
ど
し
^
次
に
：
 

笫

十

八

翁

a

aL
i
九)

雜
錄
，
佛蘭西經濟

此
欲
望
充
足
の
手
段
が
、
各
人
が
何
等
の
犠
牲
を
提
供 

せ
中
し
て
自
由
に
之
を
所
持
す
る
程
卩
、
爾
く
璺
赏
に 

存

在

せ

ざ

る

事

を

、
、必

'要
ビ
す
る
が
故
で
あ
る
0
0
1
£
0
!
1

:

(
C
o
u
r
s

 

d
w
c
o
n
o
m
i
e

 

politique, 

t. 

I. 

p
.

vr
I )
o 

I
)

.第
五
に
多
數
の
學
說
は
價
値
の
要
素
€
し
て
11
に
交
：
 

換

性

'̂bangeabnit
6

を
®.
加
す
る
。
彼
等
に
從
へ
ば 

I

.;::

僧
値
の
赋
與
せ
ち
る
、
が
爲
に
は
、
物
が
所
有
の
目
的 

:;
物
則
ち
財
た
る
を
耍
す
。
然
ら
ざ
れ
ば
交
換
の
道
途
に" 

依
る
讓
渡
猹
得
は
想
像
す
る
を
#
な
い
で
あ
ら
ぅ
。
愛 

.

.に
於
'て
か
偕
値
せ
云
'ふ
經
濟
的
觀
念
は
、
所
有V」

云
ふ 

法
的
觀
念
の
上
に
接
木
せ
ら
れ
：る
の
で
あ
る(

c
a
w

ルs : 

B
r

 
ル cis 

d
u

 

c
o
u
r
s

 

CT&ono.mie: POHtique, 

t. 

L

 

N
o 

一
 

1
00
9
,
. 

p. 

1
8
3 ; p

e
r
r

'nlau :
o
o
u
r
s

 

dfK
c
o
n
o
m
l
e 

でoiitlque, 

1.
1, 

pp, 

6
7
-
s
>
。

遮
莫
柯
が
故
に
此
移
讓
性transmis- 

s
i
b
p

は
：必
要
な
る
乎
。
日
く
其
は
交
換
が
入
^
に 

必
要
に
し
て
"
且
つ
價
値
は
此
.必

要

の

.心

理

的

啓

示

な 

.

る
が
故
で
あ
る
o 

f

ば
實
際
に
於
て
交
換
存
在
の
ffi

_
|;
於

る

似

値

論

の

'
發

鐵

 

笫

十

號
’ 

m

一



欺

十

八

餘

C

5
 二
〇)

雜

錄

佛

蘭

西

，經
激
學
に
於
る
惯
値
論
の
發
_

笫
十
撾

由
は
那
邊
に
存
す
る
乎
o M

O
I

s-a
r
f

は
答
へ
て
去
ふ
、

パ「

是

れ

人

が

交

換

に

依

つ

て
-—
*
層

少

量

の

勞

働

を

以

て
 

_

一
 

層
多
*
の
效
用
を
、
隨
つ
て 

一.
®少
量
.の
苦
痛
を
以 

て
ブ
層
多
量
の
事
樂
を
、避

.#
し

'#
る
が
故
で
あ
る」

。
 

然
ら
ざ
れ
ば
交
換
は
發
生
.せ
ざ
る
可
し
？(

M
O
H
n
a
H

 : 

N
o
u
v
e
a
u

 

Dictionafre 

d

nKc
o
n
o
m
i
e

 

で oiitique, 

t. 

n
.

 

V
o v

a
i
l

 

p. H
4
5
“'
2
e 

col.)

o
是
れ
價
値
の
可
能
性 

が
交
換
の
可
能
性
に
結
合
せ
ら
る
、
所
以
で
あ
る
。
才 

能
健
康
の
如
く
に
交
換
融
通
讓
渡
の
不
可
能
な
る
も
の 

は

價

値

を

持

た

ぬ

：。
.是

等

に

關

し

て

は

唯

だ
「

若

し

之 

を
轉
々
占
有
す
る
を
得
ば
償
値
あ
る

可

し

„
 

€
、
笼
件 

的
にI

K

ひ
得
る
の
み
で
あ
る(
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o
c
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v
a
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e
u
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p
ra)
>
c
f
s 

d
w
c
o
n
o
m
i
e

 

p
o
g
q
u
e
,

 

p. 

I
7
S
>
?

 

絕
對 

に
移
讓
不
可
能
な
る
も
の
は
、
效
用
を
有
し
得
る
も
賈

間

の

商

交

の

圈

外

に

排

除

せ

ら

.れ

し

貨

物

は

同

一

の
 

理

由

に

基P

依

然

富

た.る

を

得

.
可

き

も

價

値

を

保

持

す
 

る
事
は
不
可
能
<
云
ふ
を
得
可
し
。
蓋
し
是
等
諸
物
に 

1C
せ
ら
れ
た
る
非
讓
渡
性
a
、
之
を
融
通
し
占
有
す
る 

を
得
ざ
ら
し
む
。
其
は
私
的
領
域
.ょ
6

公
的
領
域
に
入 

る
。
港
»
。
道
路
*
公
圓
*
博
物
館
等
は
法
律
に
农
ヶ
全
然
.
 

獲
得
の
可
能
性
を
剝
奪
：せ
ら
る
、
隨
つ
て
亦
た
評
價
の 

可
能
性
を
剝
奪
：せ
ら
る
其
は
公
的
富
に
し
て
交
換
性 

'を
缺
除
せ
る
♦か
故
に
、
私
的
價
値
を
具
有
し
#
ざ
る
も 

の
で
あ
る(

c
a
w
w
s
: 

precis 

d
u

 

c
o
u
r
s
%
6
c
o
n
o
m
f
e

 

politique, 

2
0 6dft. 

t.: I. 

N
o I

5
7
V
P
*

Io\
I; J
o
u
r
d
a
n
:
,

;op. 
cit 

p. 

. 4
3
1
〕
？

M 

.一，乍

併

注

意

を

要

す

る

は

交

換

性

$
交
換
^
を
泥
同
し 

て
は
な
ら
な
い
事
、
險
つ
て
如
上
の
論
旨
ょ
り

演
釋
し 

て
、
價
値
は
交
換
を
俟
つ
て
始
必
て
創
造
せ
ら
る
ビ
極 

論
し
て
は
な
ら
な
い
事
•で
あ
る
。
交

換

は

價

値

を

轉

置

値

無

し

？

觅

に

進

ん

で

公

的

權

カ

に

依

6

財

の

流

通

人

.
し

秤

量

.し

確

定

.す

.る

，0

み

c

o

a

z

s

o

a

_

“ 

O

O

C

5

m
t
e

IJoiitlque, 

r
t
. 

I. 

p. 

.17 
ハ
；

0
 

0
0

: cit. 

5
0

et 

2
4

2
}
。

吾
人
は
旣
^
莽
干
の
論
客
が
交
換
0

役
目
を 

張
す
る
.が
如
^
^
言
辭
を
弄
せ
.る
を
見
、
：然
も
學
界
の

^
 

大
勢
が
是
れ
に
讃
同
ぜ
ざ
る
事
を
述
べ
だ
>;
'愛
に
價
値 

に
は
交
換
性
を
必
要
匕
す
と
云
、

4

は
、
交
換
を
行
は

 ヾ

行
a
得
ら
る
、
可
能
性
あ
る

を
要
す
と
云
ふ
の
謂
a
に 

し
て
、
必
中
し
も
»

«
上

交

換

の«
は

る

、

を

要

す

と 

云
ふ
意
味
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

笫
六
に
勞
働
を
以
て
價
値
の
要
素
ぐ
看
做
す
可
き
や
.
 

否
や
に
關
し
て

は
，、：
佛
蘭
西
に
於
て
ば
前
世
紀
の
末
葉 

以
來
峻
嚴
に
吟
味
せ
ら
れ
た
。
ff
i
し
て
此
問
題
に
關
し 

:

て」

は
諸
家
の
或
る
人
々
ば 

一
不
用
意
な
る..言
_說
を
狻
せ
" 

る
事
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
0

例
へ
ばCourcelle-Seneuil 

が

「

«
交
換
せ
ら
る
、
凡
ゆ
る
貨
物
の
常
例
的
價
値
_
 

V
a
l
e
u
r

 

habituelle

は
’
之
を
取
得
す
る
に
要
す
る
で 

あ
ら
ぅ
所
0
勞
働
^
此
例
す
。
勞
働
は
斷
然
價
値
の
最 

:初
の
原
因
で
あ
る
。
價

値

は

平

常

是

れ

に

，依

つ

て
秤
最 

:
第

十

八

猞C
1
?

ニ〕

雜

錄

せ
ら
る」

と
云
a
乍
ら
，
他
方
に
於
て
っ
一
物
の
常
例 

的
價
値
は
普
通
此
物
の
生
產
に
必
®

a
る
勞
働
に
比
例 

•
^
」
(
c
o
u
r
c
e
l
l
e
-

c/e
n
e
u
u
:

 

o

^

. O
Jr

け
.J. 

V M-
d

 
パ 

e
t

 

2
CO
7)

と

云

へ

る

が

如

き

、

前

言

に

聞

け

ば

之

を

[[
|

質

す

る

消 

費
者
に
對
し
て
節
約
せ
.ら

る

可

き

勞

働

を

意

.味

す

る

が 

如
く
後
說
に
徵
す
れ
ば
之
を
販
賣
す
る
生
產
者
に
依
o 

て
支
出
せ
ら
れ
た
る
勞
働
に
近
く
、
人
を
し
て
適
從
に 

惑
は
し
む
る
も
の
が
あ
る
。C

a
w

ば
の
所
說
も
亦
た
等 

し
C
不
鮮
明
不
確
實
で
あ
る
。
乃
ち
價
値
と
勞
働
と
の 

連
鎖
を
承
譌
せ
る
後
、
此
勞
働
の
何
た
る
か
を
探
求
し 

'て
、「

是
れ
此
生
產
物
を
獲
得
す
る
爲
に
節
約
せ
ら
れ
た 

る
勞
働
な
り」

と
斷
じ
乍
ら
、
他
方
叱
於
て「

此
節
約 

せ
ら
れ
た
る
勞
働
の
尺
度
は
生
產
费
•なと爲し、

 

故
に
結
屈「

生
產
者
に
依
つ
て
提
供
せ
ら
れ
た
る
勞
働 

と

、

獲

得

者

に

對

し

て

節

約

せ

ら

る

、
勞

働

と

は

、

實 

際
に
於
て
.は
代
替
し
得
可
き
言
葉
で
あ
る」

と
息
料
し 

た

(
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a
w
e
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に
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四

t. 
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N
o
s

 

IVO
2
, 1

9
4
, et 

1
9 

い pp. 
1
00
5
-1
00
00)

0 

'其
！
！

見

な

る

は

多

言

を

用

a
な
い
。
但
上
記
兩
家
の
內 

c
o
u
r
c
d
l
?

ズn
e
a
r

は
唯
だ
®
値
の
常
例
的
傾
向
を
說 

く
の
み
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
交
換
價
値
は
f
^
o
r
d
- 

i
n
c
r
e
m
e
n
t

生
產
者
に
所
要
の
勞
働
若
し
<
は
.消
費
者 

に
要
す
可
き
所
の
勞
慟
に
傲
i
訂
正
せ
ら
る
、
の
倾
问 

あ
ゲ
ミ
宏
ふ
に
业
り
何
等
の
他
奇
無
し
。
又

c
a
wa»
-
sは 

其
節
約
せ
ら
れ
た
る
勞
働
た
る
ヾ」

投
ア
せ
ち
れ
た
る
勞 

働
た
る
v
5f
問
は
ず
、
價
値
が
勞
働
に
茁
比
例
す
可
し 

W

は
.決

し

て

認

め

て

ゐ

な

；

S

:"
以
爲
ら
く
、
如
何
な
る
：
 

勞
働
も
其
結
染
ビ
し
：て
^
龠
的
效
用
を
帶
同
す
る
に
あ 

ら
ざ
れ
ば
憤
値
無
し
。
故
に
力
の
無
用
の
支
出
は
價
値 

を

生

產

す

る

.事

無

し

 

v
v (

c
a
w
^
”

：o
p、
Q.
t
. t 

L

 

n
o 

.

Mvo
5
>
p
.
M
oo
oo
, n®

2
o
I
,

 p. 

1
0
2

)

0

し

.:

而
し
て
斯
く
勞
備
が
價
値
の
專
.ー
 

の
原
阁
に
は
あ
ら

中

ど

爲

す

の.
見

解

は

、
.
現

代

諸

家

の

擧

つ

て

一

致

す

る
 

所

で

ぁ

る
>
 

M
^
m
r
ぬ
®

を

一

力

胄

し
.て
'

®

威

^q

る

は

'
、

： M
a
u
r
i
c
e

 

B
l
o
c
k

€

C
h
a
r
l
e
s

Q
d
e 
で
あ
る
。

ら 

B
l
o
c
k

は
謂
へ
ら
く
、『

凡
そ
人
の
勞
働
す
る
は
.自
然
の 

缺
陷
を
補
塡
し
諸
般
の
欲
望
を
充
足
せ
し
め
ん

が

爲
な 

&
。
故
に
勞
#
は
其
れ
自
®
が
價
値
を
有
す
る
も
の
に 

ぁ

ら
中
、
又

欲

-望

を

滿

足

せ

し

む

る

以

上

に

大

な

る

债
 

..姐
を
.有
し
得
る
も
の
に
も
ぁ
ら
ず
。
其
價
値
は
即
ち
« 

は
ば
勞
働
の
生
產
物
の
效
用
に
此
例
す
る
な
り
。
隨
つ 

て
效
用
ぁ
る
物
の
、生
產
に
^
せ
ら
れ
た
る
勞
働
自
體 

は
、
何
等
の
憤
値
を
も
生
產
せ
ず

」

f 

(
B
l
o
c
k
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1
7
6
-
1
8
5
)
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觅
に 

G
i
d
e

 

は 

次
の
如
き
諸
項
を
列
擧
し
て
勞
働一

律
の
價
値
論
を
厌
.
 

®
し
て
ゐ
る
。
以
爲
ら
く
、
成
.る
程
勞
働
は
吾
人
の
欲

 ̂

の
充
足
に
必
要
な
る
諸
物
を
生
產
す
る
が
故
に
隨
つ
て
丨 

^
稀
少
性
^
影
響
し
、
興
結
果
亦
た
價
値
に
影
響
す
る

は
^
ひ
雛
さ
所
^
ぁ
る
：
乍
併
是
れ
ぁ
る
の
故
に
價
値

ざ
：！̂

働

を

同

^
語̂

る

は

短

見

で

v
^
v 

t
v 

o

s

し

其

は

左

の

事

實

ミ

相

背

反

す

る

諸

結

果

を

招

徠

す

:

變

動

す

。

可
き
が
故
で
あ
る
。
：

「

'.:

第1
.

に
同
量
の
勞
働
を
所
要
せ
る」

1

物
は
同
等
の
價
r 

値
を
具
有
せ
ざ
る
可
か
ら
す
然
る
に
實
際
に
於
て
は
、

}

園
丁
が
1
一
個
0

1

に
同
S
の
.勞

働

を

役下
す
る

も 

其
價
値
箱
し
か
ら
ざ
る
事
あ
る
可
し
。

第
一1.

に
同
傲
な
ら
ざ
る
勞
働
を
所
宴
せ
る
ニ
物
は
等 

し
か
ら
さ
..る
.價
値
を
具
^
ゼ
.さ
.る
可
か
ら
ず
。
然
る
に 

地
味
の

肥
瘠
に
依
b
同
®
な
ら
ざ
：る
勞
働
の
所
産
た
る 

等
質
の
穀
物
は
、
依
然
同
等
の
馏
値
を
具
有
す
可
し
。

-
馆
三
に
何
等
の
勞
慟
を
も
所
要
せ
ざ
り
し
货
物
は
何 

等
の
價
値
を
も
具
有
せ
ざ
る
飢
^
な
る
可
し
。
然
る
に 

鑛
泉
e鏘
山
“
森

林

，
天

然

收

_

罾

は

何

等

の

勞

働

を

加 

へ
ざ
る
に
莫
大
の
價
値
あ
り
。.

笫
四
に
一
且一

物
に
被
卞
せ
ら
れ
た
る
勞
働
は
變
化 

レ
す
る
喾
無
く
、
隨
っ
て
此
物
办
價
値
は
永
久
木
變
な
ら
.
 

ざ
る
可
か
ら
す
。
然
る
に
實
際
に
於
て
は
惯
値
は
常
^

最

後

に

若

し

凡

ゆ

る

.慣

脑

の

难

獨

の

原

因

が

勞

働

に 

在
り
w
t -
れ
ば
、
勞
働
苏
物
の
價
値
の
原
因
は
如
何》 

固
ょ
々
一
定
の
土
地
の
價
値
を
其
齋
ら
す
收
獲
の
®
値 

に
依
り
て
決
足
す
る
ど
同
様
に
、
勞
慟
の
價
値
を
其
生 
.

產
物
の
惯
値
に
依
り
て
: '

ー
應
は
說
明
し

得
可
し
。
さ

れ 

r
U!
:

に

此

生

產

物

の

價

値

を

說

明

す

る

に

之

を

產

出

せ 

る
势
働
の
•偕
値
を
以
て
す
る
に
於
て
は
遂
に
は
極
ま
心 

所
無
き
循
環
論
法
に
陷
る
も
0
ヒ
去
は
ざ
る
可
か
ら
中 

€ 

(

cr
t
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7
y

斯
炉
る
總
て
の
矛
盾
は
人
間
に
依
っ
て 

感
受
甘
ら
る
、
欲

望

が

吾

人

の

價
値
判
斷

並

に

吾

入
の 

卜勞
働
の
意
志
の
M
因
な
る
を
悟
ら
ば
、
直
に
氷
解
す
る 

て

あ

ら

ぅ

(
R
a
m

cra
u
d
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I
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5
7
-
5
3
)
0

暴
竟
勞
働
は
價
値
に
多
大
の
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
な 

れ
.

W

も
、•軍
に
其
ft
の
み
に
て
は
®
値
を
創
造
し
な
い
。

笫
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(
1

五
ニ
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雜

佛
蘭
！
！經
浒
學
I:
於
る
似
値
論
の
S

浓
十
號

1

並
五



第
十
八
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.(
1

五
，！g

)

雜

錄

佛

蘭

西

經

濟

學

に

於

る

似

値

論

の

發

達

第
十
號

1

五
六

而
し
て
此
結
論
之
を
勞
働
0

E
念
の
代
り
に
生
產
费 

の
觀
念
^

對
し
て
適
®

す

る

も

亦

た

同

斷

で

ぁ

る

。

;:
:
;第
七
に
乃
ち
佛
國
現
代
.の
諳
家
は
：、ン
無
限
に
苒
生
產 

の
可
能
な
る
商
品
の
，價
値
は
往
產
赀
を
中
心
に
牽
引
せ 

ベ
ら
石
、
を
認
容
し
乍
^

^

—

つ
在
產
費
を
以
て
諸
物
，
 

の
價
値
の
原
因
ど
看
做
す
の
見
解
を
囘
避
し
#
た
o
諸 

論
の
槪
ね
ー
致
す
る
‘所
に
«

へ
ば
、
生
產
费
は
決
し
て 

價
値
の
發
生
要
素
安

m
e
n
t
; g

B'6
r
a
t
e
u
r

R
ぁ
ら
ず
し 

.,
T
,V
吼
だ
髂
要
供
給
.の

調
觀
要
素
か

^

reguiateur 

:に
過
ぎ
ざ
る
の
み
。
.
価■

I
j

生
產
物
の
偾
値
が
其
所
耍 

の
坐
產
费V」

木
戀
の
比
例
を
保
つ
•に
せ
ょ
、
換
言
す
れ 

ば
市
場
價
格
が
原
®

^

 

r
e
v
i
s
t

 ：

に
依
つ
て
左
右 

せ
ら
る
、
に
せ
ょ
、
®
値
の
®
本
は
他
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す
る
。
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ち
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が

菩

人

に
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物
の
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に
設
く
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益
の
程
度
道
.要
0
程
度
の
中
に
便
用
價
値
の
基 

本

が

、

而

し

て

猥

得

の

願

望

の

强

度

ど

X
獲

得

の

相

對
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る
。
生
產
费
が
價
値
の
原
因
に
あ
ら
ざ
る
は
、
販
賣
に 

'

附
せ
ら
る
、
生
產
物
の
價
値
が
却
て
®

々
投
下
せ
ら
れ 

ん
ぞ
す
る
生
產
費
を
決
定
す
る
に
徵
し
て
明
か
で
あ
ら 

ぅ

。
：
即

ち

：
ー

.企
業
に
諸
般
の
費
用
を
支
出
す
る
.以
前
に

j

於
て
、
恩
慮
あ
る
生
產
者
は
總
て
先
づ
ノ
彼
れ
が
將
に

j

.製
造
せ
んw

企
圖
す
る
貨
物
の
未
定
の
價
値
は
、
»
た 

j

し
て
幾
許
な
る
可
き
か
を
研
究
す
る
の
用
意
を
怠
ら 

:

ぬ
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あ
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給
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へ

ら
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亦

た

拒

否

す
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を

■#
な

い
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愛
に
於
て
か
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或
は
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產
者
の
滅
亡
ど
生
產
物
の 

減

少
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喚

起

す

る
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-し
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儕
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が
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總
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常
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値
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等
ど
吨
稱
す
る
者
が
あ

る

o
疑 

も
無
く
交
換
の
存
す
る
以
上
：は
！T

耍
ど
供
給
は
常
に
均| 

衡
を
保
つ
。
乍
併
此：

均
衡
は
生
產
赞
に
侬
つ
て
決
定
せ 

ら

る

、
水

準

の

、

或

は

上

或

，は

下

な

る

水

準

に

■於

て
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前

し

辱
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で

あ

ら

ぅ

。:;
:
.
:
:
:
:
.
I

パ 

：::
' 

最

後
^
勞

働

又
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す
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注
產
費
が
、
凡
ゆ
る
價
値
の
中
に
，於
て
、
之
を
創
造 

す
る
；爲
に
投
下
せ
る
努
カ
3£
服
ぜ
：る
障
碣
を
代
表
す
る 

■事
，は
認
め
ね
ば
な
ら
，ぬ
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；是
れ
幾
多
の
論
者
が
所
謂
獲| 

得
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困
雛
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c
u
l
t
a>
>
ら
ぉ
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な
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想
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す
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所
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あ
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に
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獲
得
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ら
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の
稀
少
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な
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又
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な
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た
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事
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あ
る

可
し
。
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其
は
諸 

物
の
*
得
に
要
せ
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.所
の
凡
ゆ
る
苦
痛
凡
ゆ
る
费
用
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.同
時
に
包
容
す
る
も
の
で
あ
る
ノ
斯
く
の
如
く
に
考
察 

し
來
れ
ば
偾
値
構
成
の
諸
條
件
は
"
結
周
一
ー
箇
條
に
歸 

着
せ
し
め
得
る
で
あ
ら
ぅ
。
®
入
が
諸
物

に
對
し
て
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す
る
欲
望

'

ど
、
之
を
吾
人
に
獲
得
す
る
爲
に
吾
人
の
感 

ず
る
困
難
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で
あ
る
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吾
：人
は
以
上
價
値
の
定
義
價
値
の
形
態
及
び
價
値
の 

權
成
條
件
に
關
す
る
諸
論
.の
大
勢
を
檢
时
し
た)

次
に 

は
價
値
評
定
の
問
題
に
關
聯
し
、
最
終
效
用
l

r
 

finale

の
演
ず
る
役
目
を
中
心
ど
し
て
、
諸
家
の
見
解 

を
觀
察
す
る
で
あ
ら
ぅ
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未
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